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聖なる福音(Ⅱサムエル記6:6-11)
　サウル王のときにペリシテの国に契約の箱が奪われて、そのペリシテに神様から災いが与えられることによってペリシテが怖くなり、この契約の箱をイスラエルに戻そうということになって、イスラエルに戻しました。しかし、イスラエルに入ってきたときに、契約の箱に対してやってはいけないことをして、そこにも神の怒りが現れるようになり、また違うところに移動になります。それがアビナダブという人のところです。それでダビデが王になってある程度落ち着いたら、契約の箱を思い出しました。エルサレムに戻らずにアビナダブのところに20年くらいずっと契約の箱があったので、このまま置いておくわけにはいかないとエルサレムにその箱を持ってこようということになりました。それでダビデがその契約の箱があるところを訪ねて、それを牛の車の上に乗せて移動し始めました。その途中、ナコンの打ち場というところに来て、そこに少し留まることになっていたのですが、その時、牛が少し暴れて契約の箱がひっくり返りそうになりました。その時にアビナダブの子どもだったウザが同行していたのですが、契約の箱が落ちそうになったので、そのウザがそれを手で抑えたわけです。契約の箱が落ちそうになったので手で抑えた、触ったということで神様の怒りがあらわになり、その場でウザが打たれて死ぬことになります。私たちはこれを見たときに、契約の箱が落ちそうになったので、それを抑えるために手を出した。それの何が問題なのか。神様はなぜそこまで怒りをあらわにされるのかと思うのが当然かもしれません。しかし、神様がイスラエルに契約の箱を与えられたときには、それに対しての細かいルールがありました。それが民数記4：15にも記されていますが、まず誰もかもが契約の箱を運ぶことができるわけではありません。レビ人だけであって、その中でもケハテ族という部族にそれが任せられていたわけです。そして、それを運ぶときにも、長い棒を両側に差し込んで、4人がかりで契約の箱を担いで移動させるようにといった細かいルールがいちいち教えられていました。その契約の箱に対しての神様から与えられているルールのポイントは、結局、そこに人間の手が触れないように、人間が触ってはいけないということがポイントだったわけです。

なぜ神様はそのようなルールを定められたのでしょうか。この契約の箱はいわば神様から人の救いのために与えられた福音、キリスト・イエスを象徴するものなのです。それに人間のものが混ざったり、人間の手によって汚れたりするようなことは神様は許されない。つまり、福音に人間によって人間の何かを加えることによって傷をつけたり、汚してしまうようなことは許されるものではない、そういう場合には、神様が怒りをあらわにしてしまうのだということです。神様が怒りをあらわにしたということで、なんでそんなに怒るのかと思ってはいけません。聖書に記されている、また示されている神様の怒りというものは、裏返しますと人間を、人をそれほど愛していらっしゃるという意味です。人が救われるために神様から与えられている唯一の道、それが福音なのです。それに人間の手を加えることのよって邪魔になるような、妨げになるようなことがあってはいけません。なぜなのでしょうか。
第一に、神様は私たちの想像をはるかに超えて人を愛しておられる方です。それゆえそういうことが起こることになりました。神様は人を愛しておられる方なのです。人をとてもとても愛しておられるがゆえに、神様が人に対して持っていらっしゃる最高の願い、最高の望みは一体何なのでしょうか。それがヨハネ3：16にも明確に示されています。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」。神様の願いは、人が罪から救われることです。なぜそのような願いを持っていらっしゃるのでしょうか。人を愛していらっしゃるからです。人はその罪のゆえに神を離れて、神様を知らないたましいがまったく死んでしまった、そのようなかわいそうな存在に転落してしまいました。自分は気づいていないでしょうけれども、人は罪のゆえに悪魔、サタンの奴隷になってしまい、神様の代わりに神でないものを頼ることになります。神でないものを人間の手で作って神々と拝んでしまったり、自分自身や自分の実力や、また人間を頼りにしたり、結局、神でない偶像を作って、実はサタンを拝むようなものになってしまいました。良いことがあるはずがありません。そのすべてが実は罪から来るものです。その結果、罪のゆえに人は自分の頭では理解できない霊的な様々な苦しみに遭遇するようになり、それが結局は精神的な苦しみに発展し、肉体的な様々な病として現れるようになります。それから、人間関係が崩壊して、家庭が崩壊していくような、人生そのものが壊れていく経験をするようになります。罪のゆえにそうなってしまいました。それから、地球が終わるそのときまで、誰も願っていないでしょうけれども戦争が絶えなくなり、自然災害や災難にずっとさいなまれるようになるしかありません。そのすべての根底の方には罪というものがあるからそうなってしまうわけです。そして、人間は罪を抱えているがゆえに、地獄に行くしかない地獄の運命を抱えて、この世の中を地獄のように歩くしかない人生に変えられてしまったということを忘れてはいけません。私たちはそうではないと威張るかもしれませんが、誰よりも神様ご自身が人間の事情をいちばんよくご存じの方です。罪のゆえに人は滅びるしかない運命に捕らわれて人生をアップアップするしかない、疲れて重荷を背負って最終的に残るのは虚しさしかない、そういう人生を歩くしかない者になってしまいました。ですから、人を愛しておられる神様は、このような願いを持つしかありません。その罪から人を救おうじゃないか。人間自らはこのような罪の問題を1ミリたりとも解決することはできません。解決不可能なのです。だから、聖書にはローマ3：23、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」とあります。私たちが見たときには、良い人、悪い人、善良な人間、悪の人間、いろいろいるかもしれませんが、神様からご覧になったときには、みな罪人なのです。人間が一番嫌う表現です。私は頑張っているのに、「刑務所にいる人間とおまえとは同じなのだよ」と言われるから我慢できないのです。それは人間の高慢です。すべての人が罪を犯したので、罪ある人間が罪の問題を解決するということは言語道断であり、話になりません。解決不可能なのです。だから、神様はこのような罪人である人間に対して救いを約束されました。それが創世記3：15、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。このすべての人間の不幸の元凶である悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利されるメシヤ、キリストを送ることによって、そして、そのキリストがかかとにかみつかれる、身代わりとして罰せられて、血を流して犠牲になることによって、人は罪から救われることができるのだよと神様は救いを約束されました。人間が罪から救われる方法は、この約束のキリストのあがないの方法の他にはありません。私たちの身代わりとして死んでくださること以外の方法はありません。道はこれ一本しかありません。ですから、人を愛していらっしゃる神様が、一本しかないキリスト、この福音に傷つけることがあるとすれば、私たちはそこまで考えていないかもしれませんけれども、神様がご覧になったときには許せないことなのです。なぜ許せないのでしょうか。人を愛して、人を罪から救おうとしていらっしゃる神様だからです。これがウザが契約の箱に手を出したことによって打たれた理由です。そこまでしてそうする必要があるのでしょうか。今の私たちのためなのです。極端に申し上げると、ノアの時代に世界中の人が洪水によって滅ぼされました。同じ理由です。私たち罪人が救われること、キリスト、福音、それを邪魔するようなことになるので、私たちを愛しておられるから、聖書に表されている神様の御怒りというものは、皆がそのような背景を持つものだということを忘れてはいけません。来週、申し上げますが、神様は怖いなと、ダビデも一瞬、怖いなということで躊躇するようになりましたが、神様の怒りの意味がわかっていないのです。罪人であり、地獄に行くしかない、汚れてしょうがない私のことをどれほど愛していらっしゃれば、あそこまで怒りをあらわにするのだろうか。これが信者の見方というものなのです。

反対に、悪魔、サタンというものは、人を滅ぼす奴なのです。ですから、悪魔、サタンの最高の願いは何になるのでしょうか。ヨハネ8：44、最初から人殺しでありと書いてあります。ヨハネ10：10にも、盗人であり、殺すものでありという表現があります。サタンの願いはとにかく人が滅びることです。人間がだめになることなのです。もしだめになる様々なことがあれば、それはサタンのしわざだと思えば正解です。もちろん神様が愛しているたましいに対しては、それを介して神様の愛をその人に注ぐようになる場合も少なくありませんけれども。サタンのこの願い、人を滅ぼしてだめにして、地獄に一緒に連れて行くためにサタンがやることが何かというと、唯一の救いの道である福音、キリストをだめにすることです。もちろんサタンがだめにするからだめになるわけではありません。私たち人間にとって混乱してしまうように、福音を傷つけることです。Ⅱコリント2：17を見ると、混ぜ物をすると言われています。これがサタンのしわざです。人間の手を加えることによって、神から与えられている純粋な100％神からのものである福音に人間のものを混ぜるのです。この混ぜ物をするというのは、商売の用語だそうです。昔、お店でワインを売る場合は、100％ワインを入れて売るそうです。なぜかというと常連さんがいて、ずっとお店がそこにあるので、それが商売のために得するものなのです。しかし、移動しながらいつまたそこに来るかわからない商売をしている者は、そのワインを半分くらい外に出して水や似たものを混ぜて商売をするみたいです。混ぜ物というものは、その用語なのです。福音に混ぜ物をする、コリントの教会にもガラテヤの教会にもそのような現象がありました。自分の利益のために福音に混ぜ物を入れることによって混乱させるということをサタンはしているわけです。Ⅱコリント4：4にも、誘い込む霊というものがキリストの栄光の光が輝かないようにくらませる、思いをくらませるとあります。とにかく福音そのものを正しく理解できないように混ぜ物をして違う方向に行くように、あるいはキリストがよくわからないように思いをくらませるのです。Ⅰコリント4：6には、聖書のみことばの外側に飛び出してという表現があります。ガラテヤ1：7、この福音を変えることによってあなたがたをだめにしようとしている。このような様々な方法を通して、神様から与えられている福音、キリスト・イエスの福音、聖書を通して示された福音、それをその通りに受け入れようとせずに、そこに人間の手を、人間の思いを加えようとするわけです。これがサタンのやり方です。なぜかと言うと、サタンはそうすることによって人が滅びることが分かっているからです。人が罪から救われることを誰よりも嫌う存在が悪魔、サタンというものです。それで罪人である人間の理性のレベルに合わせて付け加えたり、省いたりする場合もあるし、あるいは編集したり、様々な手を加えるようなことをサタンはするわけです。福音をくらませ、傷をつけて、混ぜ物をしてしまう、これが悪魔、サタンのやることです。いまウザが契約の箱に手を出した出来事を通して、ルールそのものが人間の手がそこに届かないように、触れることがないようにというルールがあるという意味が分かったでしょうか。これが神様の人を愛している表現なのです。神様のメッセージです。
これを通して私たちは改めて、聖書を通して私たちに与えられました、そして、私たちが罪から救われるようになりました福音そのものが聖なるものだということを改める必要があります。他の何かと混ざったり、比べたりというようなものではありません。違うものなのです。聖なるもの、神から与えられたものであり、100％神からのものなのです。ですから、私たちはそれをありのまま、与えられているまま受け入れる100％受け身の信仰を持たないといけません。それを神学的な用語で申し上げると、啓示依存信仰というわけです。啓示依存思考ではなくて信仰です。聖書が言っている通りに、信者は福音を聖なるものとして守り、それをその通りありのまま伝えるために召されて立てられている者だということを今日の礼拝を通して改めて心に留めていただきたいと願います。聖書が言っている通りに、私たちに与えられている通りに、100％受け身の信仰をもって啓示依存信仰という姿勢を持ってください。黙示録1：3には、この預言のみことばを聞く者、守る者は幸いですとあります。逆に黙示録22：18-19を見ると、この聖書のみことば、預言の神のみことばに何かを加えたり、省いたりする者はのろわれると言われています。パウロもガラテヤ1：6-9を見ると、ガラテヤの教会にパウロが語っていた聖書にある通りの唯一の道、キリストの福音を語ったのに、割礼を受けるべきだとか伝統がどうのこうのということをいろいろ混ぜようとしていた動きがありました。それに対して、私が伝えた福音以外の違う福音、違う福音というものはないけれども、そういうものを語ると天使であってものろわれるとひどい表現をしています。そのパウロのひどい表現、怒りというものが、ウザが契約の箱を触った時に神様の怒りがあらわになったのと同じ脈略なのです。ですから、細かいことはメッセージのたびに皆さんが理解して、皆さんのものにしていくべきですが、神様から与えられている創世記3：15から約束されていたことが、イエス・キリストの十字架によって成就されました。この福音というものはオンリー神の恵み、オンリーイエス、オンリー信仰というものなのです。これに何かを混ぜてはいけないし、人間の何かによって傷つけてはいけません。それが私たちの理性に納得できるようなものになるかもしれませんけれども、聖なるものとして守っていかなければいけません。このことは、皆さんにとっては当たり前ではないのかと思うかもしれません。しかし、いま世界中のキリスト教会と言われているところの99％は、恵みオンリー、キリストオンリー、信仰オンリーと言っていません。それだけでは足りないし、それは古いものだし、それは原始人の発想であり、ころころ変わる現代の流れの中でと言いながら、大義名分や様々な論理を取り上げることによって、これに混ぜ物をしようとしているのです。時代遅れとかではありません。キリストは、昨日も今日も永遠に同じ方であり、このキリスト・イエスの福音、オンリーイエス、これが100年後の時代の変化にも答えになるものなのです。神は、イエスは、アルファでありオメガであり、昨日も今日も明日もそういうことに引っかからない永遠なる方です。私たちに与えられている福音、永遠のいのちの祝福を忘れないでいただきたいと思います。福音は聖なるものなのです。ですから、聖なるものとして守っておあかししていくことです。

そのためにまず自分の内側から振り返って、自分が今理解している福音というものは、聖書が語っている通り恵みオンリー、イエスオンリー、信仰オンリーというものなのか、それに根を下ろしているのかということを吟味してチェックするところから始めていただきたいと思います。そして、この聖書が私たちに語っている、与えられているままの福音、聖なる福音で鉄壁のコーティングをしないといけません。最近そのコマーシャルはたぶん終わったと思いますが、洗剤のコマーシャルの中で男性の俳優さんが出てきて言います。最初、何を言っているのかよくわかりませんでした。匂いや汚れなどは近づけないという意味だと思いますが、洗剤のあと「鉄壁」と言っていました。「鉄壁」という思い、つもりでないといけません。皆さんの耳に甘くて良さそうな、うなずくような内容、話は世の中にたくさんあります。それが混ざってはいけません。聖書にある通りに、キリストオンリーなのです。それに「鉄壁」とコーティングしないといけません。そういう意味で、皆さんが覚えやすいために信仰の宣言としてまとめています。その信仰の宣言を改めて見てください。そして、それに鉄壁のコーティングをするようにしましょう。キリスト以外には希望はない。キリストだけが希望なのだ。イエスはそのキリストなのだ。イエスは十字架につけられ、よみがえられることによって、すべてを完了なさった。だから、誰でもこのイエスを信じる者は救われる。信じる者は死と罪の原理、地獄の運命から完全に解放されて、永遠のいのちを持つようになり、天の御国が保証されるようになり、地上にいる間には、教会として、キリストのからだなる教会、イエスの証人として勝利の人生を歩むようになっていると。この信仰の宣言に鉄壁なコーティングをするようにしましょう。皆さんの弱さがそれを汚すことができないように。たとえ皆さんに過ちがあったとしても、この信仰の宣言は汚れるものではないし、汚してはいけません。どんなにやりたいことがあり、大変な試練がやってきたとしても、それによってこの福音が汚れてはいけません。混ぜ物があってはいけません。にもかかわらず、それでもキリスト、だからキリスト、結局キリストです。それがなんともない、それでどうしたと思うかもしれません。時間が経てば経つほど、それを繰り返せば繰り返すほど、霊的な世界においては暗やみの力が砕かれて神の国が臨まれることを体験するようになるでしょう。皆さんはキリストの背丈までどんどん成長していくようになるし、霊的には内側から丈夫な人になり、それが皆さんの歩みや生活、体においても目に見える形になって現れるようになるということです。まず、神の国と義を求めなさい。そうすればすべては加えて与えられます。あなたのたましいが幸いであるように、すべての面において幸いであり、健康であるように。そういう順番なのです。福音が与えられていること、その福音が自分のものであり、また福音を悟ったことに対して、限りない感謝と感激を覚えて、それを聖なるものだと覚えて、それに鉄壁のコーティングをしていくようにしましょう。そうすると、目に見えないサタン、悪魔はギブアップするようになるでしょう。そのときまでやり続けていただきたいと願います。神様は私たちを愛していらっしゃるし、私たちの味方です。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。神様は私たちを愛しておられるので、私たちのレベルや気持ちではなくて、福音を守り、福音が福音となるようにしていらっしゃることを覚えてありがとうございます。私たちが救われていのちの祝福の道を歩むことに妨げになることがあれば、神様はともに悲しみ、ともに怒りをあらわにする、私たちをとても愛しておられる方であることを改めて確認しました。どうか私たちにこの愛によって、イエスの血潮によって与えられた福音を大事にして、それを聖なるものにして鉄壁のコーティング、信仰のコーティングができるようにひとりひとりを祝福して守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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